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条
文
新
旧
対
照
表

新

旧

目
次

目
次

前
文

前
文

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
六
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
六
条
）

第
二
章

過
疎
・
中
山
間
地
域
振
興
に
関
す
る
基
本
施
策
（
第
七
条
―

第
二
章

過
疎
・
中
山
間
地
域
振
興
に
関
す
る
基
本
施
策
（
第
七
条
―

第
十
四
条
）

第
十
三
条
）

第
三
章

過
疎
・
中
山
間
地
域
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推
進
（
第
十
五

第
三
章

過
疎
・
中
山
間
地
域
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推
進
（
第
十
四

条
―
第
十
九
条
）

条
―
第
十
八
条
）

第
四
章

委
任
（
第
二
十
条
）

第
四
章

委
任
（
第
十
九
条
）

附
則

附
則

福
島
県
の
過
疎
・
中
山
間
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
県

福
島
県
の
過
疎
・
中
山
間
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
県

土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
災
害
の
防
止
等
の
多
面
的
か
つ
公
益
的
な

土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
災
害
の
防
止
等
の
多
面
的
か
つ
公
益
的
な

機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
県
民
生
活
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た

機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
県
民
生
活
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
豊
か
な
水
と
緑
が
織
り
な
す
美
し
い
景
観
と
、
そ
の
地
域

ま
た
、
そ
の
豊
か
な
水
と
緑
が
織
り
な
す
美
し
い
景
観
と
、
そ
の
地
域

が
有
す
る
特
色
あ
る
伝
統
文
化
は
、
本
県
の
貴
重
な
地
域
資
源
と
な
っ
て

が
有
す
る
特
色
あ
る
伝
統
文
化
は
、
本
県
の
貴
重
な
地
域
資
源
と
な
っ
て

い
る
。

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
及
び
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
る
少
子
高
齢
化
の

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
及
び
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
る
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
農
林
水
産
業
等
の
経
済
活
動
の
減
退
等
は
、
急
激
な
過
疎
化
を
招

進
行
、
農
林
水
産
業
等
の
経
済
活
動
の
減
退
等
は
、
急
激
な
過
疎
化
を
招

き
、
深
刻
な
担
い
手
不
足
、
集
落
機
能
の
低
下
、
農
地
や

き
、
深
刻
な
担
い
手
不
足
、
集
落
機
能
の
低
下
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
、

森
林
の
荒
廃
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

森
林
の
荒
廃
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

こ
う
し
た
中
で
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
本
県
の
過
疎
・
中

所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
本
県
の
過
疎
・
中
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山
間
地
域
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

山
間
地
域
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

特
に
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
は
、
森
林
な
ど
の
自

特
に
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
は
、
森
林
な
ど
の
自

然
環
境
、
食
料
や
水
な
ど
の
生
活
環
境
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光

然
環
境
、
食
料
や
水
な
ど
の
生
活
環
境
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光

業
等
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
抱
え

業
等
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
抱
え

る
課
題
を
更
に
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
。

る
課
題
を
更
に
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
等
の
要
因
に
よ
り
豪
雨
災
害
な
ど
が
頻

併
せ
て
、
近
年
、
豪
雨
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
大
規
模
化
し
て
い
る

発
化
・
激
甚
化
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
過
疎
・
中
山
間
地
域

こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
に
よ
り
本
県
の
過
疎
・
中
山
間
地
域
は
、
更
に
厳

の
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
森

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

林
、
里
山
や
水
田
が
有
し
て
い
る
自
然
災
害
の
抑
制
な
ど
の
多
面
的
機
能

の
価
値
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
東
日
本
大
震
災
や
自
然
災
害
の
影
響
を
克
服

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
東
日
本
大
震
災
や
自
然
災
害
の
影
響
を
克
服

し
、
本
県
の
過
疎
・
中
山
間
地
域
を
活
力
あ
る
地
域
と
し
て
再
生
し
、
ゆ

し
、
本
県
の
過
疎
・
中
山
間
地
域
を
活
力
あ
る
地
域
と
し
て
再
生
し
、
ゆ

と
り
と
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
、
並
び
に
地
域
の

と
り
と
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
、
並
び
に
地
域
の

豊
富
な
資
源
と
そ
こ
で
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
及
び
文
化
を
生
か
し
た
魅
力

豊
富
な
資
源
と
そ
こ
で
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
及
び
文
化
を
生
か
し
た
魅
力

と
個
性
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
図
る
こ
と
な
ど
、
本
県
の
過
疎
・
中
山
間

と
個
性
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
図
る
こ
と
な
ど
、
本
県
の
過
疎
・
中
山
間

地
域
の
復
興
再
生
に
向
け
た
重
点
的
な
施
策
を
迅
速
に
展
開
す
る
と
と
も

地
域
の
復
興
再
生
に
向
け
た
重
点
的
な
施
策
を
迅
速
に
展
開
す
る

に
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
自
立
に
向
け
て
、
持
続
的
な
発
展
が
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
型
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
と
し
て
、
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
生
活
が
可
能
な
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
価
値
が
改
め
て
評
価
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
人
口
の
過
度
の
集
中
に
よ
る
リ
ス
ク
を
避
け
な
が
ら
都
市
地
域
と

連
携
し
、
新
し
い
技
術
等
も
用
い
て
豊
か
な
暮
ら
し
の
中
で
様
々
な
付
加

価
値
を
生
み
続
け
ら
れ
る
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
振
興

を
図

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
美
し

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
美
し

い
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
そ
の
豊
か
な
恵
み
を
守
り
育
て

い
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
そ
の
豊
か
な
恵
み
を
守
り
育
て

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
共
通
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
共
通
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

る
。

る
。
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こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
課
題
の
解
決

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
課
題
の
解
決

に
向
け
た
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
有
す
る

に
向
け
た
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
有
す
る

貴
重
な
資
源
と
重
要
な
機
能
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
こ
の
条
例
を

貴
重
な
資
源
と
重
要
な
機
能
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
。

制
定
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

〔
略
〕

第
二
条

〔
略
〕

一
～
二
〔
略
〕

一
～
二
〔
略
〕

三

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和

三

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）

三
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に

第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
過
疎
地
域
（
同
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
、
第
四
十

規
定
す
る
過
疎
地
域
（
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項

一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と
み

の
規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と
み

な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
）

な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
）

四

〔
略
〕

四

〔
略
〕

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
三
条

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
将
来
は
自
ら
が
決

第
三
条

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
将
来
は
自
ら
が
決

定
す
る
と
の
基
本
的
な
考
え
に
基
づ
き
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
向

定
す
る
と
の
基
本
的
な
考
え
に
基
づ
き

け
て
、
そ
の
地
域
に
居
住
す
る
住
民
（
以
下
「
住
民
」
と
い
う
。
）
の

、
そ
の
地
域
に
居
住
す
る
住
民
（
以
下
「
住
民
」
と
い
う
。
）
の

自
主
的
か
つ
主
体
的
な
取
組
の
促
進
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
主
的
か
つ
主
体
的
な
取
組
の
促
進
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
活
基

２

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
活
基

盤
の
整
備
及
び
新
技
術
の
活
用
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
自
主

盤
の
整
備

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
自
主

的
活
動
を
通
じ
た
集
落
機
能
の
維
持
発
展
と
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

的
活
動
を
通
じ
た
集
落
機
能
の
維
持
発
展
と
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

り
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

り
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
既
存
の
産
業
の

３

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
既
存
の
産
業
の

魅
力
が
高
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
た
新
た

魅
力
が
高
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
産
業
の
創
出
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
機
会
が
拡
充
さ
れ
、

な
産
業
の
創
出
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

、

自
立
と
共
生
に
よ
る
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
図
ら
れ

自
立
と
共
生
に
よ
る
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
図
ら
れ



- 4 -

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
地
域

４

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
地
域

に
対
す
る
新
た
な
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
外
と

に
対
す
る
新
た
な
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
地
域
間
交
流

の
交
流
が
促
進
さ
れ
、
県
民
そ
の
他
地
域
と
多
様
な
形
で
関
わ
る
者

が
促
進
さ
れ
、
県
民

（
以
下
「
関
係
人
口
」
と
い
う
。
）
と
の
相
互
理
解
が
深
め
ら
れ
る
と

の
相
互
理
解
が
深
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
交
流
と
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

と
も
に
、
交
流
と
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

５

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
が
守
り
は
ぐ
く
ん
だ
緑
豊

５

過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
が
守
り
は
ぐ
く
ん
だ
緑
豊

か
な
自
然
、
伝
統
及
び
文
化
の
継
承
並
び
に
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
の

か
な
自
然
、
伝
統
及
び
文
化
の
継
承
並
び
に
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
の

確
保
及
び
育
成
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

育
成
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

〔
略
〕

６

〔
略
〕

（
県
の
責
務
）

（
県
の
責
務
）

第
四
条

〔
略
〕

第
四
条

〔
略
〕

２

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、
市

町
村
の
区
域
を
超
え
る
広
域
に
わ
た
る
施
策
、
市
町
村
相
互
間
の
連
絡

調
整
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

県
は
、
市
町
村
が
定
め
る
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
持
続
的
発
展
に
関

す
る
計
画
（
法
第
八
条
に
規
定
す
る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計

画
。
以
下
「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。
）
の
達
成
状
況
に
関
す
る
評
価

等
を
踏
ま
え
必
要
な
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４

県
は
、
国
に
対
し
て
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る

２

県
は
、
国
に
対
し
て
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
振
興

に
関
す
る

施
策
の
提
言
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

施
策
の
提
言
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

〔
略
〕

３

〔
略
〕

６

〔
略
〕

４

〔
略
〕

（
市
町
村
の
役
割
）

（
市
町
村
の
役
割
）

第
五
条

市
町
村
は
、
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
、
か
つ
、
県
と
連
携
し
、

第
五
条

市
町
村
は
、
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
、
か
つ
、
県
と
連
携
し
、



- 5 -

過
疎
・
中
山
間
地
域
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
施
策
を
、
市
町
村
計
画

過
疎
・
中
山
間
地
域
の
振
興

に
関
す
る
施
策
を
、
計
画
的
に
実

に
基
づ
き
実
施
し
、
達
成
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
う
よ
う
努
め
る
も

施
す
る

よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

（
県
民
の
役
割
）

（
県
民
の
役
割
）

第
六
条

県
民
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
有
す
る
多
面
的
か
つ
公
益
的

第
六
条

県
民
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
有
す
る
多
面
的
か
つ
公
益
的

な
機
能
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
過

な
機
能
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
過

疎
・
中
山
間
地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
協
力
と
そ
の
取
組
へ
の
参
加
に

疎
・
中
山
間
地
域
の
振
興

へ
の
協
力
と
そ
の
取
組
へ
の
参
加
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
基
盤
等
の
整
備
促
進
）

（
生
活
基
盤
等
の
整
備
促
進
）

第
七
条

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
生
活
環
境
の
改
善
を

第
七
条

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
道
路
そ
の
他
の
交
通
施
設
等
の
整
備
及
び
維
持
、
上
水
道

図
る
た
め
、
道
路

の
整
備
及
び
維
持
、
上
水
道

及
び
下
水
道
等
の
整
備
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
並
び
に
新
技
術
の
活

及
び
下
水
道
等
の
整
備
並
び
に
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

用
に
よ
る
各
種
対
策
の
推
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

る
。

２

〔
略
〕

２

〔
略
〕

３

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
健
康
の
維
持
増
進
の
た
め
、

３

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
健
康
の
維
持
増
進
の
た
め
、

保
健
、
医
療
及
び
介
護
・
福
祉
の
充
実
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

保
健
、
医
療
及
び

福
祉
の
充
実
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

４

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
る

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
移
動
及
び
交
通
手
段
の
確
保
並
び
に
日

常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
係
る
各
種
対
策
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
産
業
の
振
興
）

（
産
業
の
振
興
）

第
八
条

〔
略
〕

第
八
条

〔
略
〕

２

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
林
水
産
業
及
び
地
場
産

２

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
林
水
産
業
及
び
地
場
産

業
等
の
経
営
の
安
定
及
び
多
様
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
特
性
及
び
資

業
等
の
経
営
の
安
定
及
び
多
様
化
を
図
る
た
め
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源
並
び
に
経
営
体
の
規
模
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
県
の
関

、
県
の
関

与
に
係
る
低
金
利
の
貸
付
制
度
そ
の
他
の
金
融
制
度
の
充
実
及
び
産
業

与
に
係
る
低
金
利
の
貸
付
制
度
そ
の
他
の
金
融
制
度
の
充
実
及
び
産
業

基
盤
の
整
備
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講

基
盤
の
整
備
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

ず
る
も
の
と
す
る
。

３

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る

た
め
、
既
存
の
産
業
の
振
興
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
、
観
光
振
興
及
び

新
産
業
の
育
成
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
交
流
の
促
進
等
）

（
地
域
間
交
流
と
連
携
の
促
進
）

第
九
条

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
資
源
を
有
効
に

第
九
条

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
資
源
を
有
効
に

活
用
し
た
新
た
な
観
光
に
係
る
資
源
の
開
発
並
び
に
地
域
の
主
体
的
な

活
用
し
た
新
た
な
観
光
に
係
る
資
源
の
開
発
並
び
に
地
域
の
主
体
的
な

交
流
活
動
及
び
連
携
の
事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講

交
流

及
び
連
携
の
事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
内
外
と
の
交
流
の
促

２

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

進
に
よ
る
人
の
流
れ
の
創
出
、
関
係
人
口
の
拡
大
及
び
移
住
・
定
住
の

（
農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る

促
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農

村
滞
在
型
余
暇
活
動
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
山
村
・
漁
村
滞
在

型
余
暇
活
動
を
い
う
。
）
等
の
地
域
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
子
育
て
及
び
教
育
環
境
の
充
実
等
）

第
十
条

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
住
民
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
及
び
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
）

（
担
い
手
の
育
成
等
）

第
十
一
条

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
自
主
的
か
つ
主
体

第
十

条

県
は
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
自
主
的
か
つ
主
体

的
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
を
図
る
と
と
も

的
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
担
い
手
の
育
成
を
図
る
た
め
、
定
住
の
促

に
、
地
域
を
支
え
る
多
様
な
人
材
の
確
保
に
向
け
、
移
住
・
定
住
に
関

進
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す
る
支
援
、
地
域
内
外
と
の
交
流
、
研
修
機
会
の
拡
充
そ
の
他
必
要
な

、
研
修
機
会
の
拡
充
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

〔
略
〕

２

〔
略
〕

（
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
等
）

（
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
等
）

第
十
二
条

県
は
、
持
続
可
能
で
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

第
十
一
条

県
は
、
持
続
可
能
で
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
へ
の
取
組
そ
の
他
資
源
の
有

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
へ
の
取
組
そ
の
他
資
源
の
有

効
活
用
の
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
特
有
の
資
源
の
供
給
、

効
活
用
の
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
特
有
の
資
源
の
供
給
、

豊
か
な
自
然
環
境
及
び
景
観
の
保
全
等
過
疎
・
中
山
間
地
域
が
有
す
る

豊
か
な
自
然
環
境
及
び
景
観
の
保
全
等
過
疎
・
中
山
間
地
域
が
有
す
る

機
能
の
維
持
増
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

機
能
の
維
持
増
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

〔
略
〕

２

〔
略
〕

（
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
等
の
克
服
）

（
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
等
の
克
服
）

第
十
三
条

〔
略
〕

第
十
二
条

〔
略
〕

（
そ
の
他
の
措
置
）

（
そ
の
他
の
措
置
）

第
十
四
条

〔
略
〕

第
十
三
条

〔
略
〕

（
地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
）

（
地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
）

第
十
五
条

住
民
、
集
落
及
び
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
団
体

第
十
四
条

住
民
、
集
落
及
び
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
団
体

（
以
下
「
集
落
等
」
と
い
う
。
）
は
、
県
と
の
連
携
及
び
協
力
に
よ
る
過

（
以
下
「
集
落
等
」
と
い
う
。
）
は
、
県
と
の
連
携
及
び
協
力
に
よ
る
過

疎
・
中
山
間
地
域
の
持
続
的
発
展
を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
実
情
を
反

疎
・
中
山
間
地
域
の
振
興

を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
実
情
を
反

映
し
た
地
域
づ
く
り
に
係
る
計
画
（
以
下
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
と
い

映
し
た
地
域
づ
く
り
に
係
る
計
画
（
以
下
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
と
い

う
。
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

う
。
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
集
落
等
に
対
す
る
支
援
）

（
集
落
等
に
対
す
る
支
援
）

第
十
六
条

県
は
、
集
落
等
が
地
域
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
た
場
合
に
お

第
十
五
条

県
は
、
集
落
等
が
地
域
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
地
域
づ
く
り
計
画
が
他
の
集
落
等
の
参
考
と
な
る
も
の
と

い
て
、
当
該
地
域
づ
く
り
計
画
が
他
の
模
範
と
し
て
適
当

と
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認
め
る
と
き
は
、
当
該
集
落
等
と
の
連
携
及
び
協
力
に
よ
り
、
そ
の
実

認
め
る
と
き
は
、
当
該
集
落
等
と
の
連
携
及
び
協
力
に
よ
り
、
そ
の
実

現
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

現
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
集
落
等
が
地
域
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
事
業
を
自
ら
企
画

２

県
は
、
集
落
等
が
地
域
の
振
興

に
関
す
る
事
業
を
自
ら
企
画

し
て
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
業
に
対
し
て
必
要
な
支
援

し
て
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
業
に
対
し
て

支
援

を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
推
進
体
制
の
整
備
）

（
推
進
体
制
の
整
備
）

第
十
七
条

〔
略
〕

第
十
六
条

〔
略
〕

（
財
政
上
の
措
置
）

（
財
政
上
の
措
置
）

第
十
八
条

〔
略
〕

第
十
七
条

〔
略
〕

（
年
次
報
告
）

（
年
次
報
告
）

第
十
九
条

〔
略
〕

第
十
八
条

〔
略
〕

第
二
十
条

〔
略
〕

第
十
九
条

〔
略
〕

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


